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5) カッコウアザミ
　中国の Kong（孔）らは，雑草であるカッコウアザミ
(Ageratum conyzoides) のアレロケミカルとして，アゲラトク
ロメン (ageratochromene，図 -3) を報告している。この物
質には抗菌活性もあり，この雑草を柑橘類の果樹園下草に
利用することで雑草や土壌伝染性病害を抑制できる可能性
が示唆されている。

(2) アレロパシー活性自身を雑草抑制に利用しようとする研究
1) 被覆植物を使う研究
　ソバ (Fagopyrum esculentum) は雑草抑制作用が強いことが
知られていた。その作用は生育が早いことによる光の競合
であると考えられてきたが，アレロパシーの寄与も報告さ
れ作用物質が報告されている。全活性法という方法で物質
の寄与率を評価した結果，最も寄与している成分はルチン
(rutin) であると報告されている。ルチンの作用機構を DNA
マイクロアレイで調べた結果，生物的および非生物的スト
レス系に影響を及ぼすことが示唆された。
　ハッショウマメ (Mucuna pruriens var. utilis) はアジア原産
のマメ科作物であるが，ブラジルで宮坂四郎らによって雑

図−3　アゲラトクロメン

草抑制効果が見いだされ，その作用成分として L-DOPA が
報告された。窒素固定をしたり，土壌物理性を改良したり，
土壌流亡防止作用もあるので，南米やアフリカ中部での大
規模農業における雑草抑制に利用が広がっている。
　ヘアリーベッチ (Vicia villosa) は牧草であったが，自然農
法や有機農業で新たに開墾した農地に最初に播種する植物
として利用されていた。その雑草抑制作用を研究し，アレ
ロケミカルとしてシアナミド (cyanamide) が天然物として
世界で初めて報告された。現在各種苗会社から販売され，
果樹園や水田における雑草抑制にも利用が広がっている。
2) 植物の抽出液を除草剤あるいは抑草剤として使う研究
　パキスタンの Cheema らは，ソルガムのアレロパシーを
研究し，ソルガムの水抽出液に雑草抑制効果があることか
ら，これを Sorgaab と名付け，除草剤と混和したものを農
家に販売して実用化している。
3) 新しい除草剤の出発物質を発見しようとする研究
　近畿大学の森本らは米国農務省の Duke らと共同研究し
て，キク科の雑草 Camphorweed (Heterotheca subaxillaris)
から，草食動物の摂食阻害や強い植物生育抑制作用のある
カラメン (calamine) 型のセスキテルペン（図−4）を同定し
ている。
東京農工大学の藤井らは，重力屈性阻害活性をクズ等の難
防除つる性雑草の抑制に利用する研究を行い，ユキヤナギ
から同定したシス桂皮酸誘導体，カルコン類，ヒノキチオー
ル類（図−5）に活性があることを報告し特許を申請してい
る。実用化には現地試験を繰り返す必要があるが，新たな
雑草抑制手法のひとつになる可能性がある。
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図‐４ カラメン型セスキテルペン 図‐５ ヒノキチオール
図−4　カラメン型セスキテルペン
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図−5　ヒノキチオール
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　第 26 回の APWSS（Asian-Pacific Weed Science Society）
国際会議は，京都の地で 2017 年 9 月 19 ～ 22 日の日程で
成功裡に開催された。1967 年に発起された APWSS の歴史
は，環太平洋地域各国の雑草科学関係者が中心となって 2
年に一度の各国持ち回り主催で会議を重ねて，今回の第 26
回で 50 年の節目を迎えたことから，全体セッションには
Golden Jubilee Memorial Lectures も特別に設けられる
記念すべき大会となった。
　会期中に Plenary Lecture も含めて多くの優れた口頭お
よびポスター発表があったが，“ 米はアジア ” と言われるよ
うに，APWSS に関わるアジア各国で最も関心が高い作物
は水稲であり，そのため水稲を中心とした雑草防除技術に
関する話題が多かった。ここでは，その中でも ”Herbicide”
の各セッションで発表され，国内でも開発が進み注目され
ている水稲用新規除草剤を，発表数が多かったものから順
に何点か取り上げて紹介してみたい。

RinskorTM Active （一般名 : florpyrauxifen-benzyl）
　DAS（Dow AgroSciences） 社 が 開 発 中 の 新 規 の ア
リールピコリン酸系合成オーキシン剤（synthetic auxin，
HRAC グループ O）で，molecular trade name（有効成
分商標）の ”Rinskor” として一連の発表（Oral-4 会場：
O-108, 109, 110 & 112，Poster 会場：P-001 & 003）が
あった。合成オーキシン剤は従来から広葉雑草に活性が高
く，Rinskor も極めて低薬量（5-10 gai/ha）の茎葉処理に
おいて，コナギやナガボノウルシ（Sphenoclea zeylanica）な
どに卓効（95-98% control）とされる。さらに本剤の場合
は 25-30 gai/ha でノビエ類や一年生カヤツリグサ類に有効
であり（90-95% control），アゼガヤに対しても抑制効果

（70-75% control）を持つなど，広葉雑草以外にも広い殺
草スペクトルを有し，水稲に対する安全性も高い点がユニー
クである（O-108）。DAS 社は本剤をアジア各国を中心に単
剤および混合剤（+ penoxsulam, O-110）として開発中で
あり，製剤は NeoEC（2.7% w/w）と呼ばれる乳剤を茎葉
処理用として，また粒剤（0.5%）を水面施用用（日本のみ）

として用意されている（O-109, P-001 & 003）。合成オー
キシン類である特徴を生かして，アセト乳酸合成酵素（ALS）
阻害剤など他の作用点グループに対する抵抗性雑草防除に
も有効とされる（O-109）。
　アリールピコリン酸系は歴史的に DAS 社が多くの除草剤
を開発してきた系統であるが，Rinskor は従来の合成オーキ
シン剤とは異なるオーキシン受容体結合様式を持つとされる

（O-110）。水稲に対する選択性の機構は明らかにされていな
いが，麦用として開発された Rinskor と同系統の halauxifen-
methyl（ArylexTM Active）が，麦と雑草（ホトケノザ）との
間で，カルボン酸脱メチルエステル化の差が報告されてお
り（WSSA 7th, Feb 2013），Rinskor の場合もカルボン酸
ベンジルエステル構造を持っている点で興味深い。
　Rinskor は国内では DAH-500 の開発コード名で単剤お
よび他除草剤との混合剤として開発中であり，植調協会（公
益財団法人 日本植物調節剤研究協会）委託で適用性試験が
実施されている（5 剤，2017 年度）。

Triafamone （CouncilⓇ）
　BCS（Bayer Crop Science） 社 が 開 発 し た 新 規 の ス
ルホンアニリド系 ALS 阻害剤（HRAC グループ B）で， 
triafamone の 基 本 性 能 や 混 合 剤（Council Compltete：
+　tefuryltrione など）に関する一連の発表（Oral-4 会
場：O-113 & 114，Poster 会場：P-005 & 006）があった。
10-50 gai/ha の薬量でイネ科から広葉雑草，一年生から多
年生雑草に及ぶ広い殺草スペクトル，発生前から発生後に
わたる広い処理適期幅（例：ノビエは 3.5 葉まで有効），直播・
移植栽培いずれにも適用可能な水稲安全性，処理方法は水
面施用から茎葉処理まで可能で，また様々な剤型に対応で
きる物理化学性など，水
稲用除草剤として優れた
特性が示された（O-113）。
　一方で，日本を含め多
くの国で抵抗性雑草が知
られる ALS 阻害剤である
点を考慮して，ALS 以外

水稲用新規除草剤に関して
シンジェンタジャパン株式会社
森島　靖雄
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に作用点を持つ除草剤との混合剤開発も行われている。そ
の 中 で HPPD（4-hydroxyphenylpyruvate dioxygenase）
阻 害 剤 の tefuryltrione と の 混 合 剤，Council Complete 
GR（triafamone: 0.5% + tefuryltrione: 3%） は，多年生
難防除雑草（コウキヤガラ，オモダカ，キシュウスズメノ
ヒエなど）に対する高い防除効果を示すとされる（O-114, 
P-005 & 006）。
　本剤は日本，韓国および中国で既に農薬登録されており，
今後はその他アジア各国での登録も見込んでいる（O-113）。
国内ではカウンシルコンプリート／ボディガードプロ剤の
2016 年の上市に続いて，さらに多くの新規混合剤について
植調協会委託で適用性試験が実施されている（23 剤，2017
年度）。

Fenquinotrione
　クミアイ化学工
業株式会社が開発
中の新規のトリケ
ト ン 系 HPPD 阻 害
剤 （HRAC グループ
F2）。Fenquinotrione 
の 300 gai/ha の
薬量における ALS 阻害剤抵抗性雑草（コナギ，ミズアオ
イ，オモダカ）に対する有効性，作物中・土壌中・動物
中代謝に関して口頭発表 （Oral-4 会場：O-115 & 118） 
された。ポスター発表（Poster 会場：P-009）では，水
稲と雑草間選択性の機構に関して，ALS 阻害剤などの
除草剤に対するイネ体内代謝活性が知られるチトクロー
ム P450（CYP81A6） に よ る，4-OCH3 基 の 脱 メ チ ル 化

（O-demethylation）の関与が報告されている。またこの機
構は，数種の既存水稲用 HPPD 阻害型除草剤に感受性が高
い一部の飼料イネ品種についても同様に機能しており，本
剤の高い水稲安全性につながっているとする点が興味深い。
　国内において本剤（国内開発コード名：KUH-110）は最
近になって農薬登録され（単剤：ジータ 1 キロ粒剤，2018

年 2 月 28 日付），他除草剤との 2 ～ 3 成分混合剤につい
ても植調協会委託で適用性試験が実施されている（31 剤，
2017 年度）。

Cyclopyrimorate
　三井化学アグロ株式会
社が開発中の新規のピリ
ダ ジ ン 系 白 化 型 除 草 剤。
Cyclopyrimorate と HPPD
阻 害 剤 の ピ ラ ゾ レ ー ト

（pyrazolynate） と の 混 用
（300 + 600 gai/ha）による
各種の水田雑草に対する相
乗的効果（a synergy effect with pyrazolynate）と，高い水
稲安全性を報告している（Oral-4 会場：O-111）。
　 本 剤 は 国 内 で は ピ ラ ゾ レ ー ト， あ る い は そ れ 以 外
の HPPD 阻 害 剤（tefuryltrione あ る い は lancotrione-
sodium）との組み合わせに加えて，他の除草剤成分を含む
3 種混合剤について植調協会委託で適用性試験が実施され
ている（12 剤，2017 年度）。
　白化作用を有すること，HPPD 阻害剤と相乗作用がある
点から，プラストキノン生合成系に対するなんらかの関与
が推察されるが，新規の作用点を持つ除草剤が待望される
昨今，本剤の作用点解明が待たれる。

　これらは，いずれも広くアジア各国の水稲雑草防除技術
にとって，将来にわたる有用な資材として貢献が期待され
ることは疑いもないが，cyclopyrimorate を除き「作用点」
という観点からは ｢新規｣ とは言えないかもしれない。し
たがって，除草剤抵抗性に関わるセッション “Herbicide 
Resistance （Status, Management, Target-Site Resistance 
& Non-Target-Site Resistance）” とも関係して，いずれ
の発表においても，単一の新規除草剤としての有用性だけ
でなく，除草剤抵抗性対策としての手段 , および抵抗性対
策を考慮した製品開発がなされている点も印象に残った。
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